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推
進
を
図
る
た
め
、
人
材
育
成

支
援
の
継
続
と
、
漁
業
に
お
け

る
設
備
投
資
や
人
材
確
保
を
後

押
し
す
る
た
め
、
鹿
部
町
産
業

振
興
条
例
に
よ
る
新
た
な
支
援

制
度
の
実
施
に
向
け
て
、
関
係

機
関
と
協
議
し
な
が
ら
制
度
設

計
を
進
め
ま
す
。

漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、
懸

案
で
あ
る
本
別
漁
港
新
港
の
振

れ
込
み
対
策
と
し
て
、
令
和
３

年
度
に
お
い
て
も
北
防
波
堤
の

延
伸
工
事
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
が
、
確
実
な
事
業
実
施
と
早

期
完
成
を
北
海
道
に
対
し
要
望

し
ま
す
。

老
朽
化
等
の
課
題
を
抱
え
る

漁
業
系
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ

い
て
は
、
施
設
運
営
協
議
会
に

お
い
て
、
新
た
な
処
理
方
法
や

堆
肥
の
利
活
用
な
ど
、
試
験
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
の

移
転
や
建
替
え
な
ど
、
処
理
体

制
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

海
岸
浸
食
対
策
で
は
、
浸
食

が
広
範
囲
に
及
び
、
土
砂
流
出

に
よ
る
漁
場
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
対
策
工
事
の
実
施

は
一
部
の
箇
所
に
限
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
更
な

る
漁
場
保
全
の
た
め
、
関
係
機

関
に
強
く
要
請
し
ま
す
。

次
に
、
中
小
企
業
・
商
工
業

の
振
興
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。本

町
に
お
い
て
も
、
人
口
減

少
に
よ
る
購
買
力
の
低
下
、
町

外
へ
の
消
費
流
出
、
さ
ら
に
は

担
い
手
不
足
に
よ
る
商
店
等
の

承
継
の
問
題
な
ど
、
中
小
企

業
・
商
工
業
は
深
刻
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
中

小
企
業
の
経
営
力
向
上
や
雇
用

促
進
に
関
す
る
支
援
策
と
し

て
、
令
和
２
年
度
で
は
、
従
前

の
「
鹿
部
町
中
小
企
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
支
援
事
業
補
助
金
」
を

制
度
改
正
し
、
「
鹿
部
町
産
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
補
助

金
」
と
し
て
実
施
し
ま
し
た

が
、
令
和
３
年
度
に
お
い
て
も

中
小
企
業
・
商
工
業
振
興

基本理念 「笑顔あふれ、光り輝く町を！」 
～ みんなで支え合う ぬくもりある故郷を！ ～ 


